
第５章 河川情報の提供、地域や関係機関との連携等に関する事項

第１節 河川情報の提供に関する事項

・河川整備目標の実現までには、長期間を要すること、また、計画を上回る規模の降雨

が発生する可能性もあるため、降雨の状況や河川水位の情報をリアルタイムで収集し、

関係機関や地域の住民に提供することにより、水防活動等の対策の支援を迅速に行い

洪水被害の軽減を図る。

・インターネット、パンフレット、イベントの開催等により、河川に関する様々な情報

の提供を行い、河川整備に関し広く理解を得られるように努める。

第２節 地域や関係機関との連携等に関する事項

・河川整備の実施にあたっては、農地防災事業、下水道事業、北関東自動車道路、圏域

市町村の排水事業等の圏域内の関連事業と連携を図る。

・圏域全体を視野に入れて適正な河川の管理を行うため、開発行為や土地利用について

流域市町村や関係機関と連携を図る。

・良好な河川環境を保全して行くために、圏域の住民の理解と協力がなくてはならない

ことから地域住民との連携、協力体制の確立に努める。

・油等の流出による水質事故が発生した時は、事故状況の把握、関係機関への連絡、被

害の拡大防止措置、河川や水質の監視、事故処理などを迅速に原因者や関係機関と協

力して行う。
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